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          不完全情報下における制御系設計に関する研究





















        退化した問題に対する伊理一今井法の収束性について




              minimize o㌦一〇〇， subject toκ∈P，
 （1）       P＝1κ∈”1〃ガろ≧O｝，
              λ＝［α、，．．．，α。1∈”xm，κ，0∈”，ろ∈児m
を解くために，それに対する乗法的罰金関数凡。。（κ）を次のように定義した：
                       （0士κ一C。）m＋’ （2）           凡。。（κ）＝。
                       π（砿κ一肌）




















   定義についてはTanabe and Tsuchiya（1987）参照のこと）に2次収束する；
 （ii）有限回の反復ののち，解集合Xの一点に到達して反復を終える．
実際には（i－b），（ii）が起こることはまれであり，ほとんどの場合（i－a）が起こると考えられる．
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            線形計画問題の新解法とMPS II
                                  上 田 澄 江
ライブラリー・ルーチンMPS IIは単体法を基礎とした数理計画問題の解法であるが，その特徴として
・計算速度の制御，出力結果の制御ができる．
・初心者でも簡単に使用できる．即ち，MPSCL（MPScontroI1anguage）の用意するシステムマク
 ロを用いれば詳細な知識なしに使用できる．
・熟練者はモデルに対する経験を最大限に活かして，個々のプロシージャを効果的に制御して計算速
度を速めたり，柔軟なプログラムを組むことができる．
・中間言語ファイルに制御プログラムを保存することにより，数個のモデルの結果を短時問で計算で
 きる．
・レンジ行，バウンド行（制約式および変数の上，下限の設定）を活用することにより処理速度が向
 上する．
・各プロシージャを指定することにより，データの誤り（形式，重複，欠落だと）および冗長た式や
